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そりシマアカシア水俣試験地の林分の

成長と生産構造
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喜寮喜 E蹟言 : 台T潔:え箆H引川1可叩['f的I巾甘 F於匁ぞ荻羽J丹]1'湾7王1成林3業主}佼主手引和約汚汚~]の(抱硲H活j; \立['.iばと{関羽す 2るs 静研f う究記dの).，命 E環A と して. ]ω96ω3'年計咋'.: 3 刃 tκζ 品縦繍!自i栽されfたこ Jモε ワ

シマアカシ T水{佼支試験j泊也の4材林M休:う分T_/:!，成k 占長ミ 5及山とlと， ，日?ー檎i主の，尚宏を， .1合的伴12)ゴ C\jfit,ìín と 1967 ff 12 )1 

([むJ1:K: 1 {f~~を1K51ri?とし， q"!;.jJ(予jなとりまとめを n--;なった。

調 11f.じまの総裁絞 i)Ui2、 0004:/ha (A--I , A--H[玄)とも 000本/ha (1ト 1. B.>Ii [Z)で， 2 [íJの剥

校時郊における名羽交ほの幹材総と、 との試験地の~Ä終了ソぷ渓と)1;殺すると， A 1 , A山 11 況は約

20% ドり， l3.. 1 , B --JI lX f;しはほ合致していた。

会現-rrÆU立 1966 年では 64-告5 ton/ha , 19m"! で1;1: 75~ 109 tOll/ha てぺそれをプロ γ トごとにみ

るトー両々を 1ユて i詰.q'，ι!さより \(j;総 [;{;ν多かったの ;~Ui! IJ 196りでつl:oníha 泌後， 19G7 q で 7 ton 

/haDf!'後であっ 7之 α

純まぬ前年の 2:3~42ton/ha.yr. ICkl して， 1967 年はお).-..~31 ton/haQyr，とやや低くなって

おり， これは (1 然枯ìH不;のrJj鳴と， 主'iT'Q)Iド主主n ちを行なったことによるものとコ汗えられる。そし

て，し、ずれの川1主主防 jljjでも滋1fi 区より ?1}絞 lX:が多かった。総rûイじ取は HJ66lドで 5.1-8唱。 ton!ton.yrリ

19m ifで :ò. 1.~4 ， 6 \on/too.y1'.と!持者が多<， とれをプ口ヅトごとにみると滋秘伝より i有税院が多
品、 Aφゅ
fγI'~ () 

!日j伐の ;"'YJJ誌を純私物の:2干潟rtZへの分記名などについて検討したが， 1 1) 後ではまだ切ら

かでなかった。

はじめに

161~v170 

{\'J'I~i'!'J後期Yjnlミ林業技術のmn~~jL :~，と!立jす Z 研究め ~ml 止レ亡， 1963勾， 3 月に;設)，Lぢれだそリシマアカシア

ボ筏丈泌でp 林分成長と生rX~ '1~~~f:;1!，tの潟五手前予 n:u伐が 2 刃)と!日]伐 1 年後(1967年12J]) 1叶 g;:

っ i~: Q) 町f，そのお1県ミ，_.い:;与する。

I 試験地の摘要と調査方法

1, Z式綴t告の機著書

試験j:J~ Iまfi!~ 2[(D;~水俣市の水fk'g'{*~'~frふ J>t道包有給水俣事業 l6: 4 株主広い小 lïIfとあり，京湾]火 ií!ß Iと国 L. ，

t~伐の少ない絞斜 fíiiで :t~.!γ;30->~70m ， i役立は安 ll~宕守 A腐のj己jキが惑し;r~3柱状構造

が S{'}1ーし， Bc :00.である。プロットは A-1 , A U (2 ， OOÛ1(jha 者it殺)， B …1 , B-U (4, 000*!ha 総裁)

の 1 lXで，合計üíI.えは 0.80 ha である(>

下メ1.1りはTii'ï栽~tJ:9三の 5J]， 8 n および現年の 7 jj IC!] なった。

1972iYll月 i 日 3是正期

(lJ ~(4) :)[州文滋
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⑬ちから牧状筒形肥料 3 ピム (3 64) WOg と過リン阪ÆIU(j泡!jE(対立総Iltýの嫡六施肥として，

l 本あたり込}l ちから料、状 tiHIJf;肥料 3 号を 200g の制作で会主j 散布，26g を施FFi I ノ，ま

!TI{\(:;ま itt }，~grJミfj ノら剣得 (1ヲ66 年 8}])2)?とより，4 年長HC(j: ]ド;あたり 500g の存!合で全荷数市した。

平均樹 I日ij 8 m と 10m のとき行なうことになており，伎役の街度管rmht;B--I , B-Ur玄について，

はりやすいことべ九 j民Jん守に対する抵ア
」準 l土4ス盤 l七数 0.6 稼fぜで，

Table 1. i:JtriJ\: ヰ:の論議良心口[吉 (1966主江 12月〕

Measur巴d data of sample trees (December 1966) 

O.O?381 
G. CJ1127 
O.0088l 
O.0036� 

02652 
O. 。勺023

0 ‘ 00ヲ94
0唱 00418

0.01129 
0.00384 

岩

M
J
U
F
g
u
M

の

斡
道

同
町
パ
ザ
同
同

H
U
{
1
e
H

出
心
戸
川
〉

枝
下
立
問

10.6 
:0.2 
9 骨 1

S.1 

0.7 
10.5 
9.0 
3.3 
10.2 
7.5 

13.0 
10.5 
8.2 
も.む

12.0 
守、 8
8 1, 
6 ‘ 0 
9‘ 0 
4.0 

ノ

E
，

F
r
a

，

F

F

f

A

r

r

k

 

o 
Eζ 

-
ふ
う

M
q
J
A
Y

に
け
〆
O

フ
J
A
Q
U
Q
J
n
u

ー

A …U 

B-I1 

斗J

十 O
ft~ 

議i

区

Table 2. 供試/十二の諸長ßlljíi:. m\i: (l 9G7 fY12 汚)

Measured data of sample trees (Decemb巴τ1967)
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B 山 II

( )内の数値は5ir-均乾物〆干によって努Ld\ した。

Parenthesized tlumbers were calculated by mean-dry..matter...rate. 
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る乙と f与を L たものであ

調査方法

ル l ，v， .l_. 也、

る

ワ

i: ~えブロッ卜内の令交イごについて~ }向山 li~IH~ と 111ìJjf::]を測JÌ:， I ノ， Jlf0出 l在任分布の有半紙川長t じっ fj なわれて

:'è(;べ?とわ土 :1，) ょう κ1 10:え慾の iP} í':p ，ょった泌郊から， 1966(112)] の附 ft ~C' ::.土 10本， 1967主ド 12月

2m ごとたう月以rjJjY }会;こよ司のぷI!託で;ま 17;1、の，j:\W本

:':1ま iま等しし、 íti\'i[ii] i}j 1 とてト，主，お， ，!'Jむこう)けてし -1-，. 似の {JiijJ校、り

るものくこした υ 足以ノ小:からは乾市主立jりのを持 rノノ小}り， く主主主宮本司会求 èhある ti立は p そのイ(0)似て一

この惚i};ーの 3ft:lli ':/-" タi:J:， )/えてノ亡、…宇ノ~ "J '(~Cj注1';Fl訟にJ世~ ~j~t した し fこがって，〆ふ'i1f YiÛl;1 ft(こお

治拡年で〆\した 件付正式 i立松J _i;Lf _f~IN析によりし/~:-犱'i .~C (b ~') ，五:~jl11 i-F !ViJ の幹材な{成i乙訟は芳羽衣およ

び 1 の反なし r打~f}iの関係か~} :>1<め 7じなおp 松Jγそ、立]イでは大きくかわらないものとした。

穴、.'

，_ρコイjと倒iシ十、の諸 '1、a.ble 1, 2 のとお

と純生産量u 

雪量存王見

日宣柱、心引交数分{IJ ふ， 1966年における im代前とその[1'(.!九および1967SJ'-(とついて示すとす正lble 3, 4, 

る 1:> ド 11 (キブロットとも 11戸 12 <::111 で~ ~'，f(ま ìJi{U している〉お n で， 1967 苧に "'::fJii �) 

fキノノ、ロヴトのれよ Table G のとおりで，子[j1(i)jifíJ::(土 IJt>>r'i5i相 iifiï続H~可去によった。伐(j:B-

4 プ。口ノ;戸数ヰiでそれぞれ15%， 1496 のf!\J伐を1i なった。その後，場ど主とし，1 , Bγu ばについて

ょとしつえるため rp/ri11 のえれらぞれなった。さらにその後， 1967:γ12]jの ;UIIE~)b}守ットにザっし 1 て

すable :3 絢誌のl主数げの (1966年12fj，え IJf))

Frcqucllcy 正:listrib仁ltÎOI1 0.[ D. B. H. (Bcfor巴 thinning， D(~cemb日r 19(6) 
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Table 4.. 単 ÛiFfí藍筏CJ) I支数分布(1966"f12 ノfl ， 1m伐後)

Fr記quency distr�ut�n of D圃 B. H. (After thinning, Decembとうr 1966) 

Plot A-I A-ll 

D[さ.Bj蓬. J階1 本Numbe数r 
6 分誇i Nコドumb吃数r 日系 l 本数

Number 
class of tre巴S ('言。 of tre巴日 (96) ! of tre巴日

2 ν r 、 5.8 1. ω つ

3 、r、、 5.8 1.2 
4 2 2, 3 1.2 
5 3 3、 .0山 ;~ 2.3 
6 4 4.6 8 9.3 Q 

7 6 6. ザ 呂 ヲ.3 7 
8 6 も.9 12.8 12 
9 15 17.2 17 1 ヲ .8 11 
10 18 20.7 19 22. 1 7 

12 13.8 7 B‘ l 11 
12 6 6.9 8 9.3 4 
13 4.6 日 2.3 2 
14 1 1.2 

lOC 呂6 100 

19ι。ィド 12バ

f1号 伐 RU 

A-I A-ll 

林 鈴 Stand age 4 4 

:SL 木本数 Stand density 1, 712 1, 7'7 7 

日毎 i認控rr (ii1 務 Basal area 10 ‘ 73 11. 70 

平均腕高[亙筏 Mean D. B. H. 8,:) 8恥ヲ

五F- i匂樹1\吉 Mean height 8否。 9.0 

平均校下高 Mean clear 1巴時th 3.0 3ぜ 5

1凶J・やEむf$: ぷZ p 2 
幹 Stem 31. 55 34.41. 

:b主 Branch 13.66 14 ，ヲ l

葉 Leaf ll.40 4.80 

返若。色 地上書官 Above groulld part 49.61 54.12 

校 Root 1. :)~ 89 15. 15 

全体 Whole plallt 63.50 69.27 

手事宇半材!支干長〈体皮っき) Stem volum記 54。会3 59.37 
積 Stem barkγolume ヲ.86 10./6 

平均幹材f員長 Me 成長室 ume lnc:rem日nt 13.61 14 , 34 

正Î 0} ミキi

Gb) 

:命 1

ι 益 2.7 
14 ‘ 3 1lラe 18.7 
l1 ・ i 9 12<0 
19.1 1 も 円、q、，

9 12.0 
11. 1 17 :22.7 
17. 5 3 4.0 
凸噌 4 4 5.3 
3 唱 2

ー 00

Table 6 , -{キプロットの

ちioma5s 札口d cond咜ions 

Decemh♀τ 
目._.一、}一一一

Before thinning 

B 1 1古一江

4 4 

3, ¥64 3~410 

17 ーらも 17.32 

8. 1 7.8 

。 i 。 山っ

5.0 5帽。

56.46 55 , 38 

17 唱 25 17.23 

5. 2~) 己戸 司i 伊D 

79.28 77.76 

15.86 14 町 cc

95.14 ヲ;帽 76

93.9� ヲ2‘ 15
15. 己6 1.5.3� 

2,3.49 23.04 

期までに，際悶不明(老化j党象と怠われる〉の白存在佑読本が若j-発生した c これらの減少した混存登は次

の式によって推定した。すなわち，

A; 1966年12月間伐寄りの現存髭;
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'"1.'able '7. アカシγ々に引見 íV;;九numおよび4え様子主t ，::&

A. pl旦n of thinning and the estlrnated yieId of iicacia stand 

みよ
ツ 2620 9.0 

yし

Planting 
10 2550 ID ‘ υ 115 750 I 6省ヲ 1よ 8 1800 1 11. 3 1 9? 

density Il 唱l ん"に円v 1.2.4 
of 4000 

ミd色
nO ‘ !ha 

1700 : 3~ 3 

寸勺j 守 650 14.6 

8 ょ 880 ヲ .0

2000 本
;〆) 840 )(人 1 73 

;に

Plantﾌng 1 0 1800 ll. 3 97 

density 1ふ 1ι 17.5円、d 12.4 117 
。f 2α)(J 

1 ウ 1700 :3 
口 o.fha

~-l 1650 � 4. 6 

*収;ニ食器} : 1をnUlsnil切符jぷ十主主ttZii:~ ，こ l到するゾJノルUf会 l 著書- fflEi1 (舵úJ巴，仇 Ij~:f) 1 昭和 141年 8P 多 p. 16. 

E; 1967{!ó12月のJli浮きま

と t ると，

E し1-B)--C+D
ー
ノ

匂
E
AL

 
L ヲP 戸-z. .J 、ア
に】』己"、 /.;.)/.. p νコ3

C (A ー β〉十 D-E

としてどこされるの

そのれ:\:*~ W'r，立34主，恨のイi-fii J3:UYi止のAに対する C の百分本は 41x.を i澄じて， 9. 2.. l3, 5対であっ

\
}
ノ

ワ
ω

f
l

、

戸 (BI , B lI、出伐2をの政干子iえ (A B) に対する Cの (1 分〉十)。その IJ-j ι!をみると， 幹は O.8-~

2.3;:ふ校は27.5".35.9免i ， 禁は23. 5-j 3L U6， えは 1 1. O' 12.89<ーであっ fこ。

j冷十'-1 1ヌtJ Tablε6 でおけノたようにAI ， AII f;Zよりも BI ， B lI l玄が多く，十iE't 支Ijよいの A般的な

傾向と [Et} ~f~tの税引主をミず。 1 年 I l\I o)材信号i!Jili: 1966{ドのね硝(I吉区は|耐え後j そ 100としてみると， A.I 

;メの 13110' ら B Ilメぷ)153の ííiiíUf! tとあったの nlj{)t 1 午後りえ状後 5/t育館j終了〉におりる B..I ほの斡

131 m3ル a~ 13 --TI iS{の 113 m 3/ha は，のぷ設の収穫了ウえ2) (Tab� 7) の 186 m3;h乱(子立体除 9 .10 

&r.) ~こ対して，そ 1 しぞtL71， 61 ι訟に ji し， l í\J伐を )JjJ )~ると 76 ， 645りになさI ç. 主だ長ブ n 'Y t どと，制

イζI1占 1(/'] どとの幹ネ付悲予定[災と比絞すると， A- l, A.-ll 以\~~;t(:1 209c: ド 1'11 , B 1 歩 B--- rr [廷ははば

イ?士えしてし、た ο

平均幹十;j{吉成長主主 i立政ーよりも信総 !Xが多く ， HX] ，f 交 1 'F!変じJコヂ，' +1丘[ベノま 1討伐材院も加え士総成長設から

平均成長努を斗めたところ多 B-1 iR : 27. 9m 3/ha, B --ll I:x : 23. 9m3jha 三な~~) ~ 1:号プロットの 'flril~ l -iJ，)子l'こぐむ

の j'f{f ~!~とほぼ近似しているっそして rlU1えによる成反促進効 f正ししまだはりきり:がめられないの

i筒抜;キ?!変と芯仇'~.}E長傾向で，幹 t;[ :~~j{槌が立x.よりも多し校も同じ傾ドがみられるが，!間伐前よ

りも 1 年後の i誌が少ないのは， 1日j伐II寺ピ名ヅロヴトのト枝打ちとあわせて，守の~:;:~波打:っそをfjfJ: っ
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しjし y~ 〆い) /)~+u Lノ》ι(，\る 1 し付'1 +:) Sノアアコヤシ f

ト
:"、

ァ 1--~ ì ャマノ I :/ 
、司ぺ L 日、入、 -J;-, /' 

/ ¥ , 3よ

f ふの 4 〆， ;)二村、計立でしばし;よ"みられ

yrええのよとなろられるとd，どの mr況が巧
6 

，文、Jíj じ U.9' j 1;3 ヲ ton ，i hd ，+1ぇ州区，之ゴ〉ちがし、みられ

+-.:，n こムレ，ベ伐 1 乏で 16 ，;3ノ 18 ‘ 3 tonj il抗心和泌を ;Jミ こ
。、古 l':
J 一、 J

;C...フ 1;i 叶となったれ本引のモ j シマ γ ヮ T の 1~ !渓ρコ t­
\'ノ、

""'i~ 
ο句s 、 {j.6--C J と 0) ， 仁J与一、ハ

"〆〉、，、) 1;ノ 9ると~ 7， 2へ 8、

えられ，の子などさらにし江ち"がこ去を/1:じたもの

ょ
Total 
stern 
'vie1<1 
1113 

円、

円 ()4

可、"

台、 ι

ム日己

いて) î弘、 i iÙ1><: (九一 1 )と京市1'(:ァオならな人、 こ 11 :: 

おりc:ある('|く (B 11) のが;ノ'~'2 ;Jミヂユヲ Fi玄. 1, 2, 3~ 4 の

メ〉してリ;く，約「むの:切に汚が深いこムそì，~)の沼 il( :~}. ;{ii C:刈Jit;ぺよかな

f 、
ν 、コt長 tいしてし、るのが特ごり，正;h'Uぺょにバえのノ〉が 1.1日

純 E色濃;議ワ

l イiける年佐主任五七1刊とは，ホッ〉の 1 {iii',J 1)) .jltI初休吟注目同志仏、 L..，にお

:何年ηυ1 のがこのいにう}ごし!.'d C)ず千三立蕊介叶i ふた〉で出rE守政治のJイ);'j.Lfほと

Jζあ干(主主トに:土、干しつ l今村己主〈立止ぬ LV(_.:凡め?校についてと，\1<:めた〉

心i) 、伝必の分の1件、I ノ hij 成長時\が校(7))点先ム前十ζ 涜しいものとして〉

恨のぷ心月(r(ゴ目立 1 \!、"， j)-して，践の I! 2 とし， tH 、子の市iYf':Q) 没

Hut i¥ 

令を 2

i 可a

コーリシマ γ 力シアと予子 j勺

(1966年 12 見
ti: 弓;立 Fig. 1 と!，6J Lc 
Ve.rtical dist.dbutj_ul1 of sta.ndi口 g:

cγop of ;-1_cacia ínollL$si押1(l (Be 日

fore thí江níng' ， Dccember 1%6) 内

l'Totatio.ns are the sarne as :i� r'~ig. 1, 

Fi手z. :2 

ゐ blノイ1

-E リシ?アカシアイ子

(1966主! 121]) 
Vertica.l distr i.butioηoi stand絜g 

crop of Acacia inoUiss匇a (Dゃ

cern ber 1.966) 

"Fig 命 1
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F刕. :1 モリジマアカシアt1!Xft:llの設 ii'[分布

(l9Glif12!l) 
汀己汚 i土 Fíg. 1 と行:n Gc 
Vertical disL兊ution of standiτ1g 
crop o:f Acacia mollるssi持za (Dcｭ
cember、 1967). Notation白 arεthe

sa口1C as in Fig. 1. 

20 tこ川凶

Fig_ 4 モリシマアカシア了Frのゑn~[ 5r~市

(]967何一 12月，初伏 l"H主〉
ヨ'[~.~-t 立 _Fig. 1 と|可じ仁、

'l crtical distribut卲n oﾍ standing 
cτop of Acacia mollissi押la (One 
yea. r 丘fter the thinning , Decem山

b巴τ1967') ， Notations aγ巴 the same 
品s in F'ig. 1. 

でかオ〕ら 7工かったものとイむ立して， 1 +fj 'iíjの f持の~nty 滋、ら 1 年目 'Jのの fミをJjtj~ しヲス~ ({滋どの;Jlげとよ

り求めたり

かお;i'E.~ r)j投;L 1 年のj-f&1 .!Jllfuーと〉その子;、 iir!，l'Iでえうる純~LEtiょと，純!1-: ({~ fr;: ~~-~滋で i派した líj'i，すなわら

純!日j化取について， 196G 可;予 1967午の結:iL~二 Tahle 8 ~こ示した、

Tahle 8. 早L!t: jgLI\itおよび純

N日t product:ion and net assirnl1at1on fate 
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Table 9. 三底抗。コ?刊誌主{へ 0) )}~，)手.~ (':::とフ J

The distrlbution of annual produds to each organ C?6) 

Plot 

1ï~~ 

.Branch 

j:今 Stem 

H.(>ot

で最キ，.みると A 1 , A lIfX( よ 2Cト J2b tonjha..yr. '-;':-わるのに îU しと， B 1 , 13 IIIX(土 29へ 42 ti 札f

ha.vr. でぎソド況のか多いr 二t i: 1966'1 よも 1967'1'のおが手ブ\:1ゾトとも J)lJ いのは，

すでに、必

かであしたよ〆':)マ~， :-m代が林~;}の衿比

れら l己主二段没;土 yt ;!cü のそ :)シ r アカシアで冷た 30 tünfha.yr.没とほぼj5 イ以~/ 1 /;~九樹林であ

3 イスノキ i".~ 主よ i1p かなりき5 い寸~-: (3うるつこのぶつに主航lJiス僚はかなり;k;きいが，その約分あたり())怒

廷は手主約外なみ TぺおぞのしたかがJ て，料 !í:況肢を_J~}設で除し tdi白) _'9t~1 わ「、卒中lri ，] {ヒネ !:l ，功、!と

紋広終結j林の 1.9' 3.0 tOlljtoll'yγーよりも，やや:::?く， 1966 で;立 5 ， 13,....,,8.04 ton!ton ~ :'l T 町， 1ヲ67，'1'.'7'

iJ 3.08" ,-4.63 ton!ton.yr. C ， 九一 1 ， A.' II ほより ß-I ， 13 II ほのが多し~

また、 q\{ケ然!土iあたりの守=さ中Lf.:'!lザトロコ長ぶま， 19G6"F.で含 :3 .86へ 7.34 m .J/lo日 . yr.. fヲ67-fV ~て 2. t�1'< 4.39 

rn:3/ton つ'r.，:， ;\-1 , i\ ...II メより干l 1 , B-IIlえの絞が多いっ Y れらのがfはよい?ブ'の 3.71T! 3/tonマτ1.

!迂;まはしてし、。

!\:í)と牧江〕各部，(;，への分配本;~;.' TabJe 9 [C ノ j三百 ο19G6'\三台 1967 tr“!こ会ょ1::.'える正予 .~)~への分配本はf言、夜が

多く，校への分配本;主役者が少なくなっ vどおり，作，干j{"心分配九三ば l向者のちがいはバノないりまた内総[三

と牧ベ供与H上」べると予 19G6{r.~ 1967J~'r ともに SL 十立， W~i立政j， !i ~3'. jJ'多いが， ?宇 1土釘 Ht~_[ ~.くの ij i)~c'Y く 74 って

!仁d 、 J一ヂヂ. ，、
I 一、
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2) ねjt J)~~ ペー FIWjÎ、キi 下J成休業 J仁ヰJ(こ 11司サメ長事竹(純f]!~}:'U-'l:: fT)叩… (1川正:;41 イ r: 8 j J , 
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Growth and Produdiol1. Strudure of Acαむiα lItollissimα

WILLD. ﾍn Minamata Experimental S邸主ld

Nobuo OGATP. 111, Saklljiro KAMINAKAc2 ' , Yasuo NAGATOMO(3)乱立d Keiko 'L~KESHlTA (引

Sllmmary 

Min乱mata ex.per�ental stand of Acacia mollissima was established in March 1ヲ63 in 

Kumarnoto prefecture, Kyushu, and planted with 2, 000 tr日es!ha (Plot A-I, A--II) alld 4, 000 

tre己s!ha (Plot H-I, B--II) of orig�al plant�g dens�y. 

In this report , the growth anc1 the production structur巴 of 4 and ，5-予'ear---old st在日ds are 

c1escr�ed and dl百cussed.

The Jield work of this study w乱s clon巴 ìn Decembeγ1966 (before thinniτrg) and D巴cember

1967 (on巴 yea r after the thinning) 

When the real stem vol11mes in each plot by two investíg且tíons 円、able 6) and the est匇ated 

stem volumes of th色 yield ta bles corresponding to this experimental s�e ('I、able 7) were 

compaγ巴d， plot A-I and A---II wer巴 approxìmately minus 2096 of the value of thc yield tables 

and plot B-I al1d B-U were sirnilar to thaL 

The 8t呂nding crops were 64へ，95 tonfha in 1966 and 75~，~ 10吉 tonfha � 1967. 'rhe two in >

vest�ations reveal巴d that standing crOjls of plot 131 and B--II were Jarger than plot A.-1 and 

A-II. 

¥Ve estimat吋 that the leaf amount was about 5 ton!ha in 1966 and í 工on!ha in 1雪印

(Table 6). 

The net prcductJoD values w配r巴 23.' 42 tonfha'YL in 1966 and 20へ 31 ton!ha.yr網 in 1967, the 

latter beillg somewhat smallεr than the forwer二 lt was considered this difJerence was du色 to

the occurrence of the de担d tre巴 s by llnknown origin and some prunning. From th巴 t、.vo �ｭ

vestigatioロ呂 net productions of p]ot B-l and B-H wel 巴 larger than those of plot A山1 and 

A--11. The net as日imilatìon rates were 5. 1-，， 8 ‘ O 十on!ton.y r. in 1966 乱nd 3.1. 、 4. 6 ton/ton' Y仁川

1967. And 匤 the tvm investigations, net assimilationτ品te日 ()f plot B-I and B-1I Vi7ere í'olln<1

to be larger th品n those of plot A 1 and A_-II (Table 8). 

An effect: o:f the th�ning does not show a specific tcndency about net assimi1at卲n rate 

and c1.istributioll ratio of <lllnual product:s to various organs. 

Received November 1, 1.972 

(1ト叶4) Kyushu Branch Statio!l 


